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▲�浅野克己町長と池坊大阪府連合支部長の山
やまぐち
口

一
いち
華
か
先生。正面に最後の一輪を挿し、いけば

な作品が完成しました

◀�
コ
ー
ラ
ス
・
み
そ
ら
に
よ
る
国
歌
斉
唱

と
町
歌
披
露

◀
浅
野
克
己
町
長
に
よ
る
挨
拶

▲�功労者表彰・町制施行60周年記念特別表彰を受けられたみなさまです

◀�

来
賓
を
、
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
製
作

し
た
古
代
衣
装
で
お
迎
え
し
ま
し
た

◀
雅
楽
隊
と
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
時
代
行
列

町制施行60周年祝
　10月９日（日）、町立万葉ホールで、町制施行60周年記念式典
が行われました。
　会場には、華道家元池坊大阪府連合支部相談役の和

わ だ ろ

田露月
げつ

先生
が中心となり、支部のみなさまによりお祝いのいけばなをいけて
頂きました。
　オープニングでは、町立中学校吹奏楽部による演奏や、コーラ
ス・みそらによる国歌斉唱、太子町歌の披露がありました。
　続いて、町制の発展にご尽力頂いた個人や団体に対し、功労者
表彰、60周年記念特別表彰並びに感謝状授与式、太子町60年の
歩みの紹介、雅楽隊と子どもたちによる時代行列が行われ、大盛
況のもと幕を閉じました。
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平
成
27
年
度
の
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
１
年
間
に
ど
れ
だ
け
の
収
入
が
あ
っ
て
、
何
に
ど
れ
だ
け
使
っ
た
の
か
を

住
民
の
み
な
さ
ま
に
ご
報
告
し
ま
す
。

　
一
般
会
計
と
国
民
健
康
保
険
な
ど
全
て
の
会
計
を
あ
わ
せ
た
町
の
決
算
額
は
、

歳
入
総
額
が
88
億
１
１
４
万
５
千
円
、
歳
出
総
額
が
85
億
７
，３
８
６
万
９
千

円
で
す
。

　
住
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
の
も
と
、
平
成
27
年
度
に
つ
い
て
も
黒
字
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
財
政
の
健
康
診
断
結
果
と
も
い
え
る
財
政
健
全
化
法
に
も
と
づ
く

指
標
に
お
い
て
は
、早
期
健
全
化
基
準
以
上
と
な
っ
た
健
全
化
判
断
比
率
及
び
、

経
営
健
全
化
基
準
以
上
と
な
っ
た
公
営
企
業
会
計
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
後
も
歳
入
と
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安

定
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
健
全
な
行
財
政
運

営
に
努
め
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
、
町
の
会
計
の
中
心
と

な
る
も
の
で
あ
り
、
町
が
行
う
事
務
事

業
の
大
部
分
を
経
理
す
る
会
計
で
す
。

　

平
成
27
年
度
決
算
は
、歳
入
51
億
１
，

５
９
５
万
６
千
円
、
歳
出
48
億
８
，
４

３
７
万
１
千
円
で
、
歳
入
歳
出
差
引
額

（
形
式
収
支
）
は
２
億
３
，
１
５
８
万

５
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財

源
が
１
，４
６
５
万
５
千
円
あ
る
た
め
、

実
質
収
支
は
２
億
１
，
６
９
３
万
円
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
●
入
っ
て
き
た
お
金
（
歳
入
）　

51
億1,595

万
６
千
円

　

歳
入
総
額
は
、
51
億
１
，
５
９
５
万

６
千
円
で
、
前
年
度
と

比
べ
３
億
１
，
７
８
７

万
７
千
円
、
６
・
６
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
内
訳
を
見
る

と
、
み
な
さ
ま
か
ら
納

め
て
頂
い
た
町
税
が
15

億
２
，
３
５
６
万
７
千

円
で
、
前
年
度
に
比
べ

８
７
３
万
２
千
円
増
加

し
ま
し
た
。
次
い
で
、

地
方
交
付
税
、
国
・
府

支
出
金
、
町
債
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。
な
か

で
も
大
き
く
増
え
た
の

が
町
債
で
、
普
通
建
設

事
業
の
増
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

ま
た
、
歳
入
は
自
主

財
源
と
依
存
財
源
に
大
き
く
区
分
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
税
ほ
か
手
数
料
や
使
用
料
、
負
担

金
な
ど
町
が
自
主
的
に
調
達
で
き
る
お

金
を
自
主
財
源
と
い
い
、
19
億
６
，
５

５
４
万
５
千
円
の
収
入
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交

付
税
や
国
庫
支
出
金
、
大
阪
府
か
ら
交

付
さ
れ
る
府
支
出
金
、
町
の
借
金
で
あ

る
町
債
な
ど
は
依
存
財
源
と
い
い
、
31

億
５
，
０
４
１
万
１
千
円
の
収
入
が
あ

り
ま
し
た
。

　

な
お
、
歳
入
合
計
に
占
め
る
自
主
財

源
の
割
合
は
、
約
４
割
と
低
い
水
準
に

あ
り
、
財
政
基
盤
の
安
定
化
を
は
か
る

上
で
も
、
こ
の
構
造
的
な
問
題
に
対
し

て
、
引
き
続
き
取
り
組
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。

（平成27年度決算報告）
まちの台所事情まちの台所事情まちの台所事情まちの台所事情

（平成27年度決算報告）（平成27年度決算報告）

１
．一
般
会
計
の
状
況

入
っ
て
き
た
お
金（
歳
入
）

51
億
1
，５
９
５
万
６
千
円

歳入の状況

■ 平成27年度 会計別決算総括表

※水道事業会計の収益的収支の実質収支は、損益計算書による純損失です。
　また、資本的収支の差引△80,606千円は、内部留保資金等により補てんしています。
※小計及び合計は表示単位未満四捨五入のため、各会計の合計と一致しない場合があります。

会　　計　　名 歳　入 歳　出 差　引 実質収支

一 般 会 計 5,115,956 4,884,371 231,585 216,930

国 民 健 康 保 険 1,811,891 1,800,391 11,500 11,500

介 護 保 険 1,087,953 1,051,368 36,585 36,585

後期高齢者医療保険 166,896 161,869 5,027 5,027

公
営
企
業

下　　水　　道 335,060 335,060 0 0

水道
収益的収支 277,030 256,184  20,846  17,869

資本的収支 373 80,979 △ 80,606

小　　　計 8,795,158 8,570,221 287,911

山 田 財 産 区 5,076 2,989 2,087 2,087

春 日 財 産 区 911 659 252 252

合　　　　計 8,801,145 8,573,869 290,249

自主・
依存

歳入
内訳

合計

0
（単位：千円）

1000000 2000000 3000000 4000000 5000000 6000000

5,115,956

自主財源
1,965,545

依存財源
3,150,411

町税
1,523,567

地方交付税
1,479,443

その他　441,978 国・府支出金
863,974

町債
440,500

その他　366,494

（単位：千円）
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歳
出
総
額
は
、
48
億
８
，
４
３
７
万

１
千
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
２
億
５
，

０
７
３
万
６
千
円
、
５
・
４
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
決
算
額
を
行
政
目
的
別
に
分
類

し
た
も
の
が
次
の
表
で
す
。

　

民
生
費
と
総
務
費
で
歳
出
全
体
の
約

５
割
を
占
め
て
お
り
、次
い
で
公
債
費
、

教
育
費
、
消
防
費
、
衛
生
費
の
順
で
、

こ
れ
ら
で
歳
出
全
体
の
約
９
割
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
前
年
度
と
比
べ
る
と
、
主
な

も
の
に
総
務
費
（
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
事
業
）、土
木
費
（
太

子
西
条
線
整
備
事
業
）、
消
防
費
（
災

害
対
策
事
業
）
の
増
加
が
あ
り
、
民
生

費
（
介
護
基
盤
緊
急
整
備
等
特
別
対
策

事
業
、
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
臨
時
特

例
給
付
金
）、
衛
生
費
（
南
河
内
環
境

事
業
組
合
負
担
金
）、
教
育
費
（
中
学

校
空
調
整
備
事
業
）
の
減
少
が
あ
り
ま

し
た
。

　
国
民
健
康
保
険

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
人
の
保

険
料
や
医
療
費
の
給
付
な
ど
の
収
支
を

経
理
す
る
会
計
で
す
。

　

平
成
27
年
度
決
算
は
、歳
入
18
億
１
，

１
８
９
万
１
千
円
、
歳
出
18
億
39
万
１

千
円
で
、
実
質
収
支
は
１
，
１
５
０
万

円
の
黒
字
を
確
保
で
き
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
民
健
康
保

険
料
で
３
億
４
，
０
９
２
万
円
、
そ
の

ほ
か
国
・
府
支
出
金
や
前
期
高
齢
者
交

付
金
、
共
同
事
業
交
付
金
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

  

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
保
険
給
付
費

が
10
億
５
，
７
０
４
万
８
千
円
、
そ
の

ほ
か
後
期
高
齢
者
支
援
金
や
介
護
納
付

金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　　
介
護
保
険

　

介
護
保
険
料
の
第
１
号
被
保
険
者
に

対
す
る
保
険
料
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
給

付
な
ど
の
収
支
を
経
理
す
る
会
計
で
す
。

　

平
成
27
年
度
の
決
算
は
、
歳
入
10
億

８
，
７
９
５
万
３
千
円
、
歳
出
10
億
５
，

１
３
６
万
８
千
円
で
、
実
質
収
支
は 

３
，
６
５
８
万
５
千
円
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
介
護
保
険
料

で
２
億
６
，
３
９
４
万
１
千
円
、
そ
の

ほ
か
介
護
保
険
法
で
定
め
ら
れ
た
国
、

府
及
び
町
な
ど
の
負
担
割
合
に
よ
る
収

入
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
保
険
給
付
費
が
９
億
７
，
０
５
４

万
円
、
そ
の
ほ
か
介
護
予
防
や
相
談
事

業
な
ど
の
地
域
支
援
事
業
費
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　

75
歳
以
上
の
人
が
加
入
す
る
医
療
保

険
制
度
の
会
計
で
す
。

　

平
成
27
年
度
決
算
は
、歳
入
１
億
６
，

６
８
９
万
６
千
円
、
歳
出
１
億
６
，
１

８
６
万
９
千
円
で
、
実
質
収
支
は
、
５

０
２
万
７
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
で
１
億
２
，２
８
５
万
円
、

そ
の
ほ
か
町
負
担
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
大
阪
府
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の
納
付
金
１

億
５
，
１
２
４
万
７
千
円
で
す
。

 　
下
水
道
事
業

　

下
水
道
管
の
整
備
や
各
家
庭
な
ど
か

ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
の
処
理
・
管
理
に

係
る
収
支
を
経
理
す
る
会
計
で
す
。

　

平
成
27
年
度
決
算
は
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
３
億
３
，
５
０
６
万
円
で
、
実

質
収
支
は
０
円
と
な
り
ま
し
た
。
平
成

27
年
度
末
現
在
、
普
及
率
93
・
５
％
、

水
洗
化
率
88
・
３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
下
水
道
使
用

料
で
１
億
４
，
７
３
２
万
６
千
円
、
そ

の
ほ
か
町
債
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
が
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
維
持
管
理
費

や
汚
水
桝
設
置
に
か
か
る
工
事
費
、
町

債
の
償
還
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

（単位：千円、％）

歳　出　の　状　況（目的別） 決算額 （構成比）

議会費 町議会の運営に係る経費 97,206 （2.0）

総務費 町の人事、企画、財政、徴税、戸籍、統計など
の全般的な管理に係る経費 1,089,040 （22.3）

民生費 高齢者・障がい者・児童福祉など住民福祉の増
進に係る経費 1,543,111 （31.6）

衛生費 健康診断や母子保健などの保健衛生及びゴミ処
理などの環境衛生に係る経費 360,683 （7.4）

農林水産業費 農業振興などに係る経費 47,414 （1.0）

商工費 商工業や観光振興に係る経費 70,022 （1.4）

土木費 道路や河川、公園等の維持・整備などに係る経
費 337,136 （6.9）

消防費 消防や救急、災害対策などに係る経費 379,467 （7.7）

教育費 幼稚園や小中学校、生涯学習、文化財保護など
に係る経費 467,883 （9.6）

公債費 町債（借金）を返済する元金と利息 492,409 （10.1）

合　　　　　　　　　　計 4,884,371 （100）

２
．主
な
特
別
会
計
の
状
況

　
使
っ
た
お
金（
歳
出
）

48
億
８
，４
３
７
万
1
千
円
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水
道
事
業

　

水
道
の
給
水
に
係
る
施
設
整
備
や
管

理
に
係
る
収
支
を
経
理
す
る
会
計
で
、

他
の
会
計
と
は
異
な
り
企
業
会
計
方
式

で
経
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消

費
税
法
の
適
用
事
業
に
な
り
ま
す
の

で
、
決
算
額
に
は
す
べ
て
消
費
税
相
当

額
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
年
間
総
有
収
水
量

が
１
３
４
万
７
，
７
７
９
立
方
メ
ー
ト

ル
に
な
り
、
前
年
度
と
比
べ
４
，
６
７

１
立
方
メ
ー
ト
ル
減
少
し
て
い
ま
す
。

■
収
益
的
収
支

　

日
常
の
経
営
状
況
を
示
す
の
が
収
益

的
収
支
で
す
。
こ
の
う
ち
、
給
水
収
益

な
ど
の
水
道
事
業
収
益
が
２
億
７
，
７

０
３
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
配
水
・
給
水
費
用
な
ど
の
支

出
は
、
２
億
５
，
６
１
８
万
４
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

■
資
本
的
収
支

　

建
設
投
資
の
状
況
を
示
す
の
が
資
本

的
収
支
で
す
。
収
入
が
37
万
３
千
円
、

支
出
が
８
，
０
９
７
万
円
９
千
円
と
な

り
、
８
，
０
６
０
万
６
千
円
の
差
引
不

足
額
が
生
じ
ま
し
た
。こ
の
不
足
額
は
、

当
年
度
分
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
資

本
的
収
入
調
整
額
並
び
に
過
年
度
分
損

益
勘
定
留
保
資
金
に
よ
っ
て
補
て
ん
し

ま
し
た
。

　
基
金
積
立
金
と
町
債
残
高

　

町
の
貯
金
で
あ
る
積
立
金
残
高
は
、

前
年
度
に
引
き
続
き
増
加
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
27
年
度
は
、「
財
政
調

整
基
金
」
か
ら
８
，３
０
１
万
３
千
円
、

「
太
子
ま
ち
づ
く
り
「
夢
」
基
金
」
か

ら
53
万
９
千
円
、「
た
い
し
・
ふ
れ
愛

福
祉
基
金
」
か
ら
46
万
円
を
、
市
町
村

た
ば
こ
税
大
阪
府
交
付
金
、
中
学
生
国

際
交
流
事
業
、
敬
老
会
等
事
業
に
そ
れ

ぞ
れ
充
て
る
た
め
、
取
崩
し
を
行
い
ま

し
た
。

　

一
方
、
町
の
借
金
で
あ
る
町
債
残
高

は
、
１
億
３
，
９
５
５
万
６
千
円
（
前

年
度
比
１
・
８
％
）
減
少
し
た
も
の
の
、

積
立
金
と
比
べ
る
と
多
額
の
債
務
残
高

を
抱
え
て
い
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
経
常
収
支
比
率

　

経
常
収
支
比
率
は
、
よ
く
一
般
家
庭

の
エ
ン
ゲ
ル
係
数
に
も
た
と
え
ら
れ
た

り
し
ま
す
が
、
財
政
運
営
の
弾
力
性
を

表
す
指
標
で
、
町
村
で
は
70
％
が
妥
当

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
の

町
の
経
常
収
支
比
率
は
90
・
０
％
で
、

前
年
度
と
比
べ
０
・
８
ポ
イ
ン
ト
改
善

（
減
少
）
し
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て

柔
軟
な
財
政
運
営
が
可
能
な
水
準
と
は

言
え
な
い
状
況
で
す
。

 　
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
健
全
化

　
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

　

早
期
健
全
化
基
準
以
上
と
な
っ
た
健

全
化
判
断
比
率
及
び
経
営
健
全
化
基
準

以
上
と
な
っ
た
公
営
企
業
会
計
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

▲浅野町長

３
．町
の
財
政
指
標
な
ど

※実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合、及び実質公債費比率又は将来負担比率が算定されない場合は、「－」と表示しています。
※資金不足比率については、資金不足額がないため、「－」と表示しています。
※将来負担比率及び資金不足比率に財政再生基準はありません。

実 　 　 質
赤 字 比 率

連 結 実 質
赤 字 比 率

実質公債費
比　　　率

将 来 負 担
比　　　率

平成27年度決算
に基づく比率 — — 8.2 —

（早期健全化基準） （15.00） （20.00） （25.0） （350.0）

【財政再生基準】 【20.00】 【30.00】 【35.0】

水 道 事 業 下水道事業

平成27年度決算
に基づく比率

— —

（経営健全化基準） （20.00） （20.00）

■資金不足比率 （単位：％）■健全化判断比率 （単位：％）

その他特定目的
減債基金
財政調整基金

（単位：百万円）

国民健康保険
介護保険
土地開発基金

1,835
2,228

2,873 3,007
3,207

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

7,818 7,613 7,832 7,576 7,436

水道事業
下水道事業
一般会計

（単位：百万円）

23年度 24年度

太子町

25年度 26年度 27年度

類似団体府内町村平均
（単位：％）

86.1

87.0
85.9

86.9

92.0

92.691.7

95.0
92.7

86.0

90.8

90.0

92.2
89.3

■町の貯金（積立金）残高の推移

■町の借金（地方債）残高の推移

■経常収支比率の推移
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◆問合せ
⃝財政全般・一般会計・財産区会計に関すること
　　財政課　☎98‒5518
⃝国民健康保険・後期高齢者医療に関すること
　　保険医療課　☎98‒5516
⃝介護保険会計に関すること
　　高齢介護課　☎98‒5538

⃝下水道事業会計に関すること
　　上下水道課　☎98‒5522
⃝水道事業会計に関すること
　　上下水道課　☎98‒5536

～ あなたが主役のまちづくりへ ～
町長直通便の報告（平成28年４月分～９月分）

　町長直通便は、町政に望んでいることやご意見を頂くために行っています。
　また、みなさまから頂いたご要望やご意見などの内容は、定期的に町ホームページや役場１階フロアで公表しています
が、住民のみなさまに幅広く情報を提供するため報告します。
　平成28年４月～９月の間には、みなさまから23件のご意見、ご要望が寄せられましたので、ご紹介します。

【町長直通便の利用方法】
　町ホームページ「町長の部屋」の「町長直通便入力フォーム」をご利用頂くか、役場１階フロア及び町立公民館、町立
総合体育館に町長直通便専用の投函箱を設置していますので、備え付けの様式に記入して、投函してください。
※ みなさまから寄せられたご意見、ご要望については、全て町長が読ませて頂き回答していますが、住所、氏名が無記入

の場合は、回答できませんので必ずご明記ください。 ◆問合せ　総務政策課　☎98-0300

⃝平成28年４月～９月の期間に寄せられた町長直通便の内容

　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
行
財
政
改
革
を

つ
う
じ
て
、
ス
リ
ム
な
行
財
政
運
営
に

努
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
時

期
の
危
機
的
状
況
か
ら
は
脱
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
地
方
分
権
や
社
会

情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

安
定
し
た
財
政
を
維
持
し
つ
つ
、
効
果

的
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
推
し
進
め

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、町
で
は「
太

子
町
行
財
政
運
営
プ
ラ
ン
（
案
）」（
平

成
25
年
度
～
29
年
度
）
を
定
め
、
行
財

政
運
営
の
質
の
向
上
を
め
ざ
し
た
取
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
27
年
度
の
取
組
状
況
】

■
広
域
化
、
共
同
化
の
推
進

•

公
平
委
員
会
の
共
同
設
置

•
 

大
阪
府
域
地
方
税
徴
収
機
構
へ
の
参

加
■
基
金
の
活
用

•

特
定
目
的
基
金
の
利
活
用

■
歳
入
の
確
保

•
 

ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス

の
開
始
（
税
、
国
民
健
康
保
険
、
後

期
高
齢
者
医
療
、
介
護
保
険
な
ど
）

４
．行
財
政
運
営
の
取
組
状
況

分　　　類 　いただいたご意見などの概要 件　数
福 祉 の 充 実 •期日前投票所に至るまでのバリアフリー化などについて 1

地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ
•自治振興費補助金の増額について
•自治会への加入促進について
•自治会加入率について

3

生 活 環 境

•総合福祉センターバスの町内各施設など巡回について
•上の太子観光みかん園付近の暴走行為について
•宗門池公園内遊具の損傷について
•廃棄物の焼却行為の取締り強化について
•町内における飲食店の禁煙化について
•スズメバチの巣駆除助成金について

6

学 校・ 社 会 教 育 •公民館を毎日子育てスペースとして利用できるようにしてほしい 1

そ の 他

•役場の開庁時間について
•選挙ポスター掲示板設置数について
•聖燈会開催ポスターに各町会が協力している旨を明記してほしい
•聖燈会開催に伴うシール貼りについての説明は会員がすべき
•聖燈会開催に伴う寄付金参加者リスト（個人情報）の各町会配布について
•各申請書等の敬称「殿」「様」の統一について　
•民間企業主催の体験会の防災行政無線での案内について
•ホタルの保護区域を町内全域に拡大してはどうか
•投票所の再編について
•選挙公報の配布時期について
•投票所に向かう交通手段放送について
•マイナンバーカードを用いた各種証明書のコンビニ交付について

12

合　　　　　計 23
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人権コーナー

　

毎
日
の
暮
ら
し
に
買
い
物
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
近
く

の
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
は
必
要
な
も
の
を
揃
え
る
に

は
と
て
も
便
利
な
の
で
す
が
、
今
回
は
一
風
変
わ
っ
た

私
の
お
気
に
入
り
の
買
い
物
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

一
．
ぶ
ど
う
の
直
売
所
に
て

　

大
学
の
あ
る
柏
原
市
は
ぶ
ど
う
の
産
地
で
、
夏
に
な

る
と
、
国
道
沿
い
に
直
売
所
が
出
ま
す
。
ぶ
ど
う
が
大

好
き
な
私
は
こ
れ
が
楽
し
み
で
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。

夏
の
あ
る
日
、
出
勤
前
に
行
き
つ
け
の
直
売
所
に
立
ち

寄
り
ま
し
た
。一
家
総
出
の
選
果
作
業
の
真
っ
最
中
で
、

青
い
カ
ゴ
に
入
っ
た
大
量
の
ぶ
ど
う
が
種
類
や
用
途
に

応
じ
て
手
早
く
箱
詰
め
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

光
景
を
眺
め
な
が
ら
、
私
が
手
に
し
た
の
は
こ
の
日
も

家
庭
用
の
千
円
の
箱
で
し
た
。
二
千
円
の
贈
答
用
も
横

に
置
い
て
あ
る
の
で
す
が
、
家
で
食
べ
る
な
ら
こ
れ
で

十
分
、
と
前
に
息
子
さ
ん
が
言
っ
て
い
た
の
で
、
素
直

に
従
っ
て
い
ま
す
。
安
い
方
を
買
う
言
い
訳
に
す
る
つ

も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実
際
、
こ
の
千
円
が
と
て
も

お
値
打
ち
で
、
ぶ
ど
う
の
実
が
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
詰
め
、

八
房
は
ゆ
う
に
入
っ
て
い
て
、
し
か
も
信
じ
ら
れ
な
い

く
ら
い
甘
い
の
で
す
。
こ
の
夏
も
こ
の
千
円
の
箱
が
家

庭
用
に
、
贈
答
用
（
え
っ
？
）
に
大
活
躍
し
ま
し
た
。

時
季
が
過
ぎ
店
じ
ま
い
し
た
の
で
、
も
う
息
子
さ
ん
と

は
会
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ぶ
ど
う
の
甘
さ
も
息
子
さ
ん

と
の
楽
し
い
会
話
も
私
に
は
毎
年
の
「
旬
」
な
楽
し
み

の
ひ
と
つ
で
す
。

二
．
あ
る
ス
ー
パ
ー
に
て

　

最
近
、
自
宅
近
く
の
あ
る
ス
ー
パ
ー
に
よ
く
通
っ
て

い
ま
す
。
品
揃
え
が
ず
ば
抜
け
て
よ
い
と
か
、
価
格
が

ず
ば
抜
け
て
安
い
と
か
、
定
員
さ
ん
の
対
応
が
ず
ば
抜

け
て
よ
い
と
か
‥
、
何
か
が
ず
ば
抜
け
て
す
ご
い
か
ら

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
、
な
ぜ
通
っ
て

い
る
か
。
そ
れ
は
、
こ
の
ス
ー
パ
ー
で
買
い
物
を
す
る

の
が
と
て
も
楽
し
い
か
ら
で
す
。
何
が
そ
ん
な
に
楽
し

い
の
か
。
こ
の
ス
ー
パ
ー
に
は
、
他
店
と
比
べ
て
、「
赤

札
」、
つ
ま
り
、「
〇
〇
％
引
き
」
と
い
う
シ
ー
ル
が
貼

ら
れ
た
商
品
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
す
。

　

そ
の
こ
と
に
は
初
め
て
行
っ
た
時
に
気
づ
き
ま
し
た
。

「
夕
方
で
も
な
い
の
に
‥
」
と
思
い
な
が
ら
、
反
射
的

に
商
品
を
手
に
取
っ
て
賞
味
期
限
を
確
か
め
た
り
し
て

い
ま
し
た
。
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て
い
て
も
、
今
日
明
日

に
も
と
い
う
商
品
は
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

晩
食
べ
る
の
だ
か
ら
‥
と
三
十
％
引
き
の
豆
腐
を
買
っ

た
の
が
こ
の
店
で
の
最
初
の
買
い
物
で
し
た
。
数
日
後

に
ま
た
行
っ
て
み
ま
し
た
。
夕
方
だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ

う
か
、
最
初
の
日
よ
り
も
「
シ
ー
ル
度
」
が
高
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
数
日
後
に
行
っ
て
み
ま
し
た
。
今

度
は
日
曜
日
だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
過
去
二
回
よ

り「
シ
ー
ル
度
」が
下
が
っ
て
い
ま
し
た
。
三
回
行
っ
て
、

日
に
よ
っ
て
違
う
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
の
で

す
。

　

謎
が
解
け
た
の
は
、
こ
の
ス
ー
パ
ー
を
特
集
し
た
番

組
を
見
て
い
た
時
で
す
。
こ
の
ス
ー
パ
ー
は
徹
底
し
た

商
品
デ
ー
タ
分
析
に
よ
り
戦
略
的
に
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト

シ
ー
ル
を
貼
っ
て
い
た
の
で
す
。
賞
味
期
限
ぎ
り
ぎ
り

に
な
っ
て
慌
て
て
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
売
れ
残
ら
せ
る
の

で
は
な
く
、
余
裕
が
あ
る
う
ち
に
シ
ー
ル
を
貼
っ
て

し
っ
か
り
売
り
切
る
、
こ
れ
が
消
費
者
の
心
理
を
読
ん

だ
こ
の
ス
ー
パ
ー
の
戦
略
だ
っ
た
の
で
す
。
ま
ん
ま
と

嵌
ま
っ
て
、
足
を
運
ん
で
い
た
わ
け
で
す
が
、
ゲ
ー
ム

感
覚
で
楽
し
み
な
が
ら
買
い
物
で
き
る
な
ん
て
、
あ
ま

り
に
も
魅
力
的
な
付
加
価
値
だ
と
思
わ
れ
ま
せ
ん
か
？

三
．
道
の
駅
に
て

　

父
の
墓
が
千
早
赤
阪
に
あ
る
関
係
で
、
一
、二
か
月

に
一
度
、
墓
地
の
近
く
の
道
の
駅
を
訪
れ
ま
す
。
墓
参

り
の
帰
り
に
道
の
駅
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
我
が
家
の
お

決
ま
り
の
ル
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
特
に
心
待

ち
に
し
て
い
る
の
は
母
で
す
。
地
の
野
菜
や
手
作
り
の

食
料
品
な
ど
が
い
ろ
い
ろ
と
並
べ
て
あ
っ
て
、
近
所
の

商
店
街
で
も
気
に
入
っ
た
店
で
し
か
物
を
買
わ
な
い
母

が
い
つ
も
楽
し
そ
う
に
品
物
を
眺
め
て
は
手
に
取
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。
私
は
気
に
入
っ
た
も
の
は
す
ぐ
に

買
っ
て
し
ま
う
質
で
す
が
、
母
は
決
し
て
無
駄
遣
い
を

し
な
い
世
代
で
す
。
道
の
駅
で
も
買
う
物
は
よ
く
吟
味

し
て
か
ら
決
め
ま
す
。時
に
、そ
れ
が
お
は
ぎ
だ
っ
た
り
、

仏
花
だ
っ
た
り
す
る
の
が
、
ま
た
面
白
い
の
で
す
。

　

道
の
駅
と
言
え
ば
、地
産
地
消
、地
域
活
性
化
と
い
っ

た
こ
と
が
思
い
浮
か
び
ま
す
が
、
楽
し
く
買
い
物
を
し

て
、
そ
れ
が
地
域
振
興
に
つ
な
が
る
な
ら
嬉
し
い
こ
と

で
す
。
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
か
ら
も
、
墓
参
り
に
は
、
で

き
る
限
り
、
母
、
私
た
ち
夫
婦
、
娘
の
三
世
代
で
行
く

よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
買
い
物
エ
ピ
ソ
ー
ド
三
題
で
し
た
。
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？

人権擁護委員による
特設人権相談

［と　き］12月１日（木）
午後１時～４時

［ところ］役場３階　第２会議室
［人権擁護委員］筒井　一太（春日）

井上　芳子（春日）
佃井　恵一（山田）
葊田美知子（太子）
明石　志郎（聖和台）

◆問合せ　住民人権課　☎98-5515

全国一斉「女性の人権ホット
ライン」をご利用ください

　法務省の人権擁護機関では、「女性の
人権ホットライン」を設置し、女性をめ

11月25日～12月１日は
「犯罪被害者週間」です
　事件・事故の被害にあわれた人への相
談、付添いなどの支援を行っています。
　相談・支援は全て無料です。
　秘密は厳守します。
［と　き］月～金曜日

午前10時～午後４時
※祝日、年末年始を除く

◆相談・問合せ
　�大阪府公安委員会認定犯罪被害者等早
期援助団体　認定ＮＰＯ法人　大阪被
害者支援アドボカシーセンター
　☎06-6774-6365

ぐる様々な人権問題について相談を受け
るなど、女性の人権問題の解決に努めて
います。強化週間として、「女性に対す
る暴力をなくす運動」期間中の下記の期
間において、平日の受付時間を延長し、
土日も相談に応じます。
■実施期間・相談時間　
　11月14日（月）～20日（日）
　◦月～金曜日
　　午前８時30分～午後７時
　◦土・日曜日
　　午前10時～午後５時まで
■全国統一番号
　
　０５７０- ０

ゼロナナゼロのハートライン
７０- ８１０

※相談は無料で秘密は厳守します。
◆問合せ　大阪法務局人権擁護部
　　　　　☎06-6942-9496

レッツ・ゴー・ショッピング　大阪教育大学　恩知　忠司人権コラム「よき日へ」

　人権コーナー「気づく」では、人権に関する様々な問題や啓発推進
情報をお知らせします。
　小さなことでもまず気づくことが、お互いを尊重し、一人ひとりが豊
かに生きることができる社会につながる。「気づく」には、そんな願いが
込められています。

気づく
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竹
内
街
道〝
灯
路
祭
り
〟

　

10
月
15
日（
土
）竹
内
街
道
〝
灯
路
祭
り
〟
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
飛
鳥
時
代
の
衣
装
に
身
を
つ
つ
ん
だ
〝
時
代
行
列
〟
を
行
い
ま
し
た
。

行
列
は
、
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
手
づ
く
り
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
、
華
や

か
な
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
が
暮
れ
て
、
灯
ろ
う
に
よ
る
街
道
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
他
、
寺
院
・
古
民
家

で
の
催
し
や
軒
下
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
道
行
く
家
族

連
れ
な
ど
多
く
の
人
々
が
、普
段
と
は
異
な
る
竹
内
街
道
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
た

　

10
月
10
日（
月
・
祝
）の
、
体
育
の
日
に
町
立
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
太
子
町
の

秋
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト｢

た
い
し
ス
ポ
ー
ツ
Ｄ
ａ
ｙ｣

を
行
い
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
体
験
や
発
表
会
、
優
勝
を
め
ざ
し
た
チ
ャ
レ
ン

ジ
と
２
段
式
玉
入
れ
が
行
わ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
多
く
の
人
が
笑
顔
で
交
流

し
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ストックウォーキング inたいし聖徳市

磯長小学校児童の稲刈り体験

秋の交通安全街頭啓発キャンペーン

みんなで力をあわせて安全・安心なまちづくり

　９月18日（日）、ストックウォーキングの講習会を行いました。
　あいにくの雨模様でしたが、ストックウォークキングのアドバイスを聞くため、
多くの人が参加されました。
　町立保健センターでは、ウォーキング用のポ
ールを１か月間貸出します。これを機会にス
トックウォーキングを運動習慣にしてみません
か。
　月例ストックウォーキングの参加もお待ちし
ています。

　秋の全国交通安全運動（９月21日～30日）
に伴い、21日（水）に上ノ太子駅前、29日（木）
に町内スーパー前で、太子町「交通事故をな
くす運動」推進協議会と、富田林警察署との
共催による交通安全街頭啓発が行われました。            
　子どもや高齢者の歩行中・自転車乗用中に
よる事故が多発しています。交差点では信号
を必ず守り、無理な横断は絶対にやめ、左右
の安全を確認してから渡りましょう。

　10月７日（金）、町立磯長小学校５年生
による稲刈り体験が行われました。
　当日は、農園の管理を行っている磯長小
学校学習農園応援隊の皆さんの指導のもと、
稲刈りから天日干し作業などに歓声が飛び
交う、楽しく貴重な１日となりました。

　全国地域安全運動（10月11日～20日）にあわせ、10月11日（火）、上ノ太子駅前で、防
犯委員や富田林警察署の皆さんによる、地域安全運動街頭キャンペーンを行いました。
　この運動は、犯罪のない安全で安心して暮らせ
るまちづくりをめざすもので、全国的な運動です。
　今回は、子どもや女性を犯罪から守る活動の推
進、還付金詐欺やオレオレ詐欺などの特殊詐欺の
被害防止、ひったくりなど街頭犯罪の被害防止を
重点項目として、「しっかり注意して被害に遭わな
いように」と呼びかけを行いました。
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　９月26日（月）、27日（火）、28日（水）の３日間、太子町農業委員会による農地パト
ロールが行われました。
　パトロールは町内５地区を３班編成により、主に耕作放棄地（耕作されずに雑草
の生い茂った農地など）の有無を重点的に確認しました。
　農業委員会では、確認された遊休農地の所有者には改善指導を行うなど、遊休農
地解消に向けての活動に取り組んでいます。

農地パトロール

〈遊休農地の所有者へ〉
　雑草の生い茂った状態で放置されますと、隣接農地の耕作に多大な迷惑がかかる
だけでなく、病害虫の発生、火災や各種犯罪の誘発などの原因になりかねません。
　農地としての適正な保全管理をして頂くようお願いします。

青空ｇｏ！ｇｏ！広場
　９月27日（火）、太子和みの広場
で就園前のお子さんとその保護者を
対象とした、青空ｇｏ！ｇｏ！広場
を行いました。
　秋のすがすがしい天気の中、ボラ
ンティアが中心となって、竹鉄砲や
シャボン玉など外遊びを一緒に楽し
みました。
　11月22日（火）は、ミニ運動会を
行います。気持ちの良い秋の季節、
外に出て、親子で楽しみましょう！！

　

10
月
15
日（
土
）竹
内
街
道
〝
灯
路
祭
り
〟
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
飛
鳥
時
代
の
衣
装
に
身
を
つ
つ
ん
だ
〝
時
代
行
列
〟
を
行
い
ま
し
た
。

行
列
は
、
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
手
づ
く
り
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
、
華
や

か
な
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
が
暮
れ
て
、
灯
ろ
う
に
よ
る
街
道
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
他
、
寺
院
・
古
民
家

で
の
催
し
や
軒
下
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
道
行
く
家
族

連
れ
な
ど
多
く
の
人
々
が
、普
段
と
は
異
な
る
竹
内
街
道
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
10
日（
月
・
祝
）の
、
体
育
の
日
に
町
立
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
太
子
町
の

秋
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト｢

た
い
し
ス
ポ
ー
ツ
Ｄ
ａ
ｙ｣

を
行
い
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
体
験
や
発
表
会
、
優
勝
を
め
ざ
し
た
チ
ャ
レ
ン

ジ
と
２
段
式
玉
入
れ
が
行
わ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
多
く
の
人
が
笑
顔
で
交
流

し
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

９月27日（火）太子・葉室地区

▲

▲９月26日（月）春日地区

▲９月28日（水）山田・畑地区
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◆
平
成
28
年
秋
季
囲
碁
大
会

◦
Ａ
級
優
勝　

　

城
野　

水
雄　

◦
Ｂ
級
優
勝

　

岡
田　

正
幸　

◦
Ｃ
級
優
勝

　

原　
　

利
則

◦
Ｄ
級
優
勝

　

高
柳
勝
之
助

◆�

平
成
28
年
度
大
阪
府
小
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
夏
季
大
会

　

フ
レ
ン
ド
リ
ー
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク　

準
優
勝

　

太
子
キ
ラ
リ　

Ｍ
チ
ー
ム

◆�

第
40
回
近
畿
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

　

大
阪
府
代
表
３
年
連
続
出
場

　

太
子
キ
ラ
リ

2016たいしスポーツDay成績一覧
【チャレンジ】
○50ｍ走
　（小学生男子）　
　貴次　陽斗　７秒72
　（小学生女子）　
　石井　悠理　８秒29
　（中高生男子）　
　石井　　仁　７秒07
　（中高生女子）　
　松井　心音　７秒94
　（成人男性）　　
　金井　宏充　７秒44
　（成人女性）　　
　森本　美幸　８秒08
○遠投
　（小学生男子）　
　奈須　海人　43ｍ80㎝
　（小学生女子）　
　石井　悠理　37ｍ80㎝

　（成人男性）　　
　滝谷　公博　62ｍ
　（成人女性）　　
　上籔久美子　36ｍ90㎝
○フリースロー（記録15本）
　（優　勝）
　山田　駿真　
○ペタンク（記録17点）
　（優　勝）　　　
　宮野　　恵

【ゲーム】
○２段式玉入れ
　（優　勝）　
　太子ジュニア父　　　　92
　（準優勝）　
　太子ＪＳＣ３・５年生　75
　（第３位）　
　インディアカＢ　　　　70

青パト車輛を寄贈して頂きました
　大阪府遊技業協同組合様から青色防犯パト
ロール車輛を寄贈して頂きました。
　青色防犯パトロールは、児童の下校時間帯
や夕暮れ時に、子どもの安全を見守る活動を
行っています。
　児童の下校時間帯に見守り活動を行って頂
ける人を募集していますので、興味のある人
はお問い合わせください。
◆問合せ　安全環境課　☎98-5525

道の駅感謝祭
　道の駅　近つ飛鳥の里・太子
で感謝祭を行います。

［と　き］
11月23日（祝・水）午前８時～

［ところ］
道の駅　近つ飛鳥の里・太子
◆問合せ　
　 道の駅　近つ飛鳥の里・太子

運営協議会　
　☎98-2786

人敬
称
略

はなまる

◆問合せ
　近つ飛鳥の里・太子運営協議会
　☎98̶2786

［と　き］毎週土・日曜日と祝日
［ところ］道の駅
　　　　　近つ飛鳥の里・太子
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■
ゆ
ず
り
ま
す

•

折
り
た
た
み
自
転
車（
24
イ
ン
チ
）

［
無
料
］

■
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い

•

自
転
車（
こ
ど
も
を
乗
せ
る
こ
と
の
で

き
る
も
の
）［
無
料
］

•

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト［
無
料
］

•

太
子
中
学
校
女
子
制
服

（
₅
号
）・カ
バ
ン［
無
料
］

•

お
も
ち
ゃ（
１
歳
前
後

　

の
使
用
で
き
る
も
の
）

［
無
料
］

◎
ゆ
ず
り
た
い
も
の
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
も
の
が
あ
れ
ば
、
消
費
生
活
友
の

会
会
員
ま
た
は
事
務
局
、
に
ぎ
わ
い

ま
ち
づ
く
り
課（
☎
９
８-

５
５
２
１
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▪
二
タ
上
の
雲
の
流
れ
て
涼
新
た	

南　
　

魚
水

▪
見
物
の
つ
も
り
輪
に
入
り
盆
踊	

西
村
美
智
子

▪
容
赦
な
く
玄
関
焦
が
す
大
西
日	

藤
嶋　

和
久

▪
白
萩
の
寺
苑
の
隅
に
文
学
碑	

丸
山　

秀
子

▪
灯
籠
の
光
ほ
の
か
に
秋
の
声	

平
木
佳
代
子

▪
送
ら
れ
し
団
扇
の
風
の
や
は
ら
か
き	

松
井
け
い
子

▪
睡
蓮
や
誰
に
で
も
あ
る
浮
き
沈
み	

余
保　

英
代

▪
遠
雷
や
留
守
居
の
犬
に
電
話
か
け	

辻
本
佳
代
子

▪
秋
灯
に
読
む
子
の
メ
ー
ル
二
度
三
度	

麻
野　

明
子

▪
出
会
ひ
あ
り
別
れ
も
あ
り
て
星
祭	

髙
田　

正
裕

▪
夏
蝉
の
縁
側
に
落
ち
阿
弥
陀
堂	

明
石　

志
郎

▪
尽
き
も
せ
ぬ
話
あ
れ
こ
れ
墓
洗
ふ	

小
路
喜
与
志

▪
舞
子
さ
ん
高
い
コ
ッ
ポ
リ
気
を
つ
け
て	

上
田
美
佐
子

▪
宴
会
や
千
鳥
足
で
舞
納
め	

山
本　

博
子

▪
急
な
雨
物
干
し
台
で
て
ん
て
こ
舞	

林　

ハ
ツ
エ

▪
文
化
祭
舞
台
衣
装
に
変
身
す	

三
浦
冨
美
子

▪
水
た
ま
り
の
ぞ
け
ば
ぼ
う
ふ
ら
舞
い
踊
る	

桑
原　
　

優

▪
舞
い
上
が
る
気
持
ち
お
さ
え
て
ハ
イ
ポ
ー
ズ	

奥
田　

早
苗

▪
淋
し
げ
に
ハ
ズ
レ
馬
券
が
宙
に
舞	

笹
部　

次
夫

▪
芸
妓
さ
ん
や
っ
ぱ
り
似
合
う
舞
い
扇	

小
路　

淳
水

▪
舞
落
葉
黄
色
の
じ
ゅ
う
た
ん
フ
カ
ゝ
と	

上
田　

恒
子

▪
ま
た
出
て
る
ま
た
斬
ら
れ
た
よ
舞
台
上	

山
下　

和
男

▪
渡
り
鳥
飛
来
地
求
め
舞
い
上
が
る	

奥
田　

芳
江

町
立
公
民
館
行
事
予
定
　
11
月

▼
子
ど
も
科
学
教
室

　
　

11
月
５
日（
土
）

　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
味
噌
づ
く
り
教
室

　
　

11
月
８
日（
火
）

　
　

午
後
１
時
～
４
時

▼
寿
学
級
健
康
体
操
教
室

　
　

11
月
12
日（
土
）・
26
日（
土
）

　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

町
立
図
書
室
行
事
予
定
　
11
月

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

［
と　

き
］
11
月
19
日（
土
）

［
と　

き
］
午
前
11
時
～
11
時
30
分

［
と
こ
ろ
］
町
立
図
書
室

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

図
書
室　

☎
９
８-

５
５
２
６

　
　
　
　
　

第15回「近つ飛鳥と自然に親しむ会」
聖徳太子にまつわる遺跡を訪ねて

［と　き］11月23日（水・祝）
午前９時集合～午後３時30分到着予定

［コース］
太子町役場⇒蘇我石川麻呂墓⇒推古天皇陵⇒二子塚
古墳⇒科長神社⇒小野妹子墓⇒用明天皇陵⇒蘇我馬
子墓（昼食）⇒西方院三尼公墓⇒叡福寺⇒太子町役場
［定　員］200人
［参加費］無料（弁当・飲物をご持参ください）
［申　込］11月１日～受付
参加者全員の住所・氏名・年齢・電話番号・ファッ
クス・申込人数・代表者の携帯番号、集合場所まで
の交通手段を明記し、ハガキ、または、ファックス
でお申込みください。
◆申込・問合せ　
　〒584-0012　富田林市粟ヶ池町2969-5
　富田林ライオンズクラブ事務局
　☎24-6350　FAX24-4500

カンタン篆刻クラブ会員募集
　楽しく簡単「手作り印」を作ってみましょう。文
字の成立ち、篆刻の歴史などを学び、書・画・絵手
紙に応用する「姓名印・遊印・図象印」などを楽し
みます。
［と　き］毎月第１、第３金曜日　午前10時～12時
［ところ］町立公民館２階　会議室
※月会費、初めての人は道具・材料費必要
◆問合せ　茂中　☎98-2979
　　　　　丹下　☎53-0706

男のヨガ参加者募集
　歪みの矯正、でっぷりお腹もスリムになるかも！
老いも若きも一緒に！
［と　き］毎土曜日　午後６時～７時30分
［ところ］町立公民館
［指導者］玉木 尚子
◆問合せ　尾畠　洋子　☎98-3285

“ふれあいフリーマーケット”出店者募集
　青空の下で“ふれあいリサイクル・ボランティア”
を合言葉に出店しませんか？
［と　　　き］11月19日（土）午前９時～午後２時
［と　こ　ろ］役場イベント広場
［ス ペ ー ス］１ブース（３ｍ×２ｍ）
［出店協力金］詳しくはお問い合わせください。
◆申込・問合せ　
　社会福祉協議会事務局　☎98-1311

ひ と の う ご き
 （　）内は前月比

 人　口 13,771人人（－ 6） 転入 22人
 男 6,786人人（－ 4） 転出 35人
 女 6,985人人（－ 2） 出生 11人
 世帯数 5,456世帯（＋ 4） 死亡 4人

まちの面積　　14.17㎢
（10月₁日現在）

俳
句

敬
称
略

川
柳

　舞

敬
称
略

●
12
月
号
の
題
は「
楽
」（
締
め
切
り
11
月
５
日
）。
１
月
号
の
題
は「
寿
」

（
締
め
切
り
12
月
５
日
）
で
す
。
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受けましょう！がん検診
［場所］町立保健センター
※ 検診費用として、各項目ごとに500円

が必要です。

肺がん・結核検診・大腸がん検診
実 施 日　11月24日（木）午前
対 象 者　40歳以上の人
募集人数　10人
◎ 健診は予約制です。電話でお申込み

ください。
　 受け付けは、検診実施日の１週間前

まで。ただし、定員になり次第締め
切ります。

◎ 職場などで検診を受ける機会のある
人は、対象となりません。

◆申込・問合せ
　健康増進課　☎98-5520

11月14日は世界糖尿病デー 　対象者に、７月上旬にお送りした無
料クーポン券の利用期間は、平成29
年２月28日までです。
　平成27年度に40歳を迎えた女性は
乳がん、平成27年度に20歳を迎えた
女性は子宮がん検診が無料で受けるこ
とのできるクーポンをご利用頂けます。
　健康づくりにお役立てください。
　なお、乳がん・子宮頸がん検診無料
クーポン券は、個別検診でもご利用頂
けます。
◆問合せ　健康増進課　☎98-5520

クーポンお忘れではないですか？
がん検診無料クーポン券を

使いましょう

●ミニ健康展 in
　ふれあい TAISHI
　今月のテーマは「虫歯に負けないお口
にしよう！」 
　口の中が酸性に傾くとむし歯になりや
すくなったり、口臭の原因となります。
　今月の健康ブースでは、お口のことを
楽しく学べるクイズなどを行います。ぜ
ひ、遊びにきてください。

［と　き］11月13日（日）
午前10時～午後３時　　　　

［ところ］太子・和みの広場
［内　容］ 歯科衛生士によるお口の相談・

健康クイズ
※ たいしくんスマイルの応募ができます。

スマイルカードをお持ちください。

●こころほぐしの会
　（こころの健康相談会）

　
　疲れたり悩んだりして、どうしていい
か分からなくなる時は誰にでもあります。
　そんな時は、臨床心理士にこころの中
を伝えてみませんか。あなたの気持ちに
寄り添いながら、こころの整理のお手伝

いをします。
［と　き］11月25日（金）

午前10時～午後３時30分　　
［ところ］町立保健センター
［対　象］太子町内在住・在勤の人
［内　容］ 不安・ストレス・うつなどの

心理的問題に対する個別相談
［参加費］無料
［申　込］電話でお申込みください
　

●かばさん歯科相談
　赤ちゃん会ぷらす実施時に、１歳半以
上のお子さんが対象の「かばさん歯科相
談」を行います。
　歯みがきを嫌がるなどの相談に対して、
歯科衛生士が個別に相談にのります。ぜ
ひ、ご参加ください。

［と　き］11月16日（水）午前９時～12時
１人15分間（要予約）

［ところ］町立保健センター
［対　象］１歳半以上のお子さん

　世界糖尿病デーは、世界に拡がる糖尿病の脅威に対応するために1991年にＩＤＦ
（国際糖尿病連合）とＷＨＯ（世界保健機関）が制定し、2006年12月20日に国連総
会において公式に認定された、世界でも有数の疾患啓発の日となっています。
　糖尿病の予防や治療継続の重要性について市民に周知する重要な機会であり、シ
ンボルマークの「ブルーサークル」は、国連や、どこまでも続く空を表す「ブルー」と、
団結を表す「輪」をデザインし、“Unite for Diabetes”（糖尿病との闘いのため団
結せよ）というキャッチフレーズとともに、世界中で糖尿病抑制に向けたキャンペー
ンを推進しています（ホームページ世界糖尿病デー公式ホームページ http://www.
wddj.jp/ より）。
　町でも、『笑顔いっぱいハッピーライフプロジェクト』と称し、
血糖へらそう会や糖尿病セミナー、地区学習会など、糖尿病予
防に関する事業を行いますので、ぜひ、ご参加く
ださい。
　また、シンボルマークとして、たいしくんＨｂＡ1ｃ
5.5（ゴーゴー）を、糖尿病予防に関心をもって頂くた
めに活用していますので、皆さん覚えてください。　
◆問合せ　健康増進課　☎98-5520

1010

　◆申込・問合せ
　　健康増進課　☎98−5520

1010

400ml献血へのご協力をお願いします
　私たちの体は、異物が体内に侵入してきた時は激しく防御します。輸血に同じ
血液型の血液を使用するのはこのためですが、同じ血液型といっても実は一人ひ
とり微妙に異なり、同型であっても何人もの血液を輸血することは必ずしもベス
トではありません。
　400ml 献血は200ml 献血と同様にすべての血液成分を頂く献血方法ですが、
患者さんが輸血をうける場合、200ml 献血に比べて半分の人数の献血者からい
ただく血液で済み、輸血による感染症や副作用を少なくすることができます。
　ぜひ、400ml 献血にご協力ください。
　※男性に限り17歳から400ml 献血ができます。

［と　き］11月16日（水）
午前10時～12時　午後１時～４時

［ところ］町立保健センター
◆問合せ　健康増進課　☎98−5520

55

33

33

12



食の乱れに注意！！
　「朝食を食べない」「一人だけで食べる」「好きなも
のだけ食べる」など、家庭での「食」の乱れは、様々
な問題を生んでいます。子どもたちの健全な発育を
阻害し、学習意欲の低下や、イライラして切れやす
くなる、また生活習慣病やその予備軍の子どもが増
えているのも「食」の乱れが一因とも言われていま
す。まずは、朝食を食べて、生活のリズムと一日の
活力を整えましょう。
　大切にしよう。早寝、早起き、朝ごはん！！

（第３次健康太子21第３章より）

町立保健センター　☎98‒5520場所・問合せ

●健康相談
富田林保健所　☎23‒2681場所・問合せ

●健康づくり
種　　　類 実施日 実施期間 内　　　　　容

町内ウォーキング 11月₇日（月）
₉：30〜

町内の₃㎞、または、₆㎞のウォーキングコースを歩きます。
町立保健センター集合。雨天中止（判断に迷う場合は保健
センターまでご確認ください）。ストック貸出有。
※水分補給のため、飲み物をご持参ください。ストックウォーキング 11月15日（火）

種　　類 実施日 実施時間 備　　考
こころの健康相談 予約制 ₉：30〜12：15

13：00〜17：00 電話でお問い合わせください。
エ イ ズ に
関 す る 相 談

月〜金
（祝日を除く）

₉：30〜12：15
13：00〜17：00

予約は不要。
電話相談も可能。

血液検査【エイズ・梅毒】
尿 検 査【クラミジア】

第₁･₃水曜日
（祝日を除く） 13：30〜14：30

予約は不要で、匿名での検査も可能。
エイズ抗体検査は無料ですが、梅毒血
清反応検査、クラミジア抗原検査は手
数料が必要になる場合があります。

血 液 検 査
【肝炎ウィルス検査】

予約制
第₃水曜日

（祝日を除く）
₉：30〜10：30 電話で予約必要。

血 液 検 査
【風しん抗体検査】

予約制
第₁･₃火曜日

（祝日を除く）
10：00〜11：00

（対象）
•妊娠を希望する女性
•妊娠を希望する女性の配偶者
•妊娠している女性の配偶者  
※ 妊娠を希望する女性が未成年でかつ

未婚の場合は保護者同伴のこと。
骨髄移植対策推進事業
骨髄バンクドナー登録

予約制
第１水曜日

（祝日を除く）
11：00〜12：15 ※ 詳しくは電話でお問い合わ

せください。

飲用水･井戸水検査※
毎週月曜日

（月曜日が祝日
の時は火曜日）

₉：30〜11：30
検査手数料が必要。
電話で予約をお願いします。

（予約先：藤井寺保健所 検査課
☎072-952-6165）

腸 内 細 菌 検 査
寄 生 虫 卵 検 査

毎週月曜日
（月曜日が祝日
の時は火曜日）

₉：30〜11：30 検査手数料が必要。

医 療 機 関 に
関 す る 相 談

月〜金
（祝日を除く）

₉：00〜12：15
13：00〜17：30

例えば、「診療において充分な説明が
なく不安」「○○科のある病院を教え
て欲しい」など医療機関に関する相談
を受けています。

健 ワ康 ン ポ イ ン ト ア ド バ イ ス

●母子保健
　　　　町立保健センター（２階すこやかホール）

備　　　　　考

場所

種　　類
4 か 月 児 健 診
1歳6か月児健診

赤ちゃん会ぷらす
イ ベ ン ト デ ー

対　　象　　児
 平成28年6月14日～平成28年7月10日生まれ

 平成27年3月～4月生まれ

1歳6か月までのお子さんと
保護者

実　施　日
11月10日（木）
11月11日（金）

11月2日（水）
11月16日（水）
11月30日（水）

みんなで遊べるようホールを開放しています。
相談・身体計測をご希望の人は母子手帳を持参し、

　受付時間内にお越しください。
【受付時間】9：30～10：00
【実施時間】9：30～11：30

赤ちゃん会ぷらすイベントデーは、16日
内容：0歳から始めるむし歯予防（予約不要）

　 ★かならず母子健康手帳を
　 お持ちください。

【受付時間】13：00～13：15
対象者の人には案内通知します。

種　　類 実施日 実施時間 内　　容

保健師・栄養士
による健康相談 11月25日（金） 13：30〜16：30

（予約制）

生活習慣病予
防や疾病予防・
介護予防に関
するご相談を、
お受けします。
お気軽にご相談
ください。
（予約必要）

33

　　　　健康増進課（保健センター内）　　
　　　　　　　　　☎98ー5520
　富田林保健所　　☎23ー2681

消防署では、午後8時～翌朝8時まで、救急診療の当番病院
を紹介し、場合によっては救急車での搬送を行います。
※土曜・日曜・祝日・年末年始は午後4時～翌朝8時

　病院に行ったらいいの？救急車を呼んだ
方がいいの？応急手当の仕方が分からない。
など、救急医療相談を「医師」「看護師」「相
談員」が24時間受け付けます。
《緊急時は迷わず119番へ》

　夜間の子どもの急病時、病院に行った方
がよいかどうか判断に迷ったときは、お電
話ください。
　｢こどもの救急」ホームページ（http://
kodomo－qq.jp/）でも、受診判断の目安
となる情報を掲載していますので活用して
ください。

【午後8時～翌朝8時】
☎＃8000

（携帯電話・固定電話（プッシュ回線））

☎06－6765－3650
（固定電話（ＩＰ・ダイヤル回線など))

【24時間・365日】
☎＃7119

（携帯電話・固定電話（プッシュ回線））

☎06－6582－7119
（固定電話（ＩＰ・ダイヤル回線など))

富田林市消防署
☎23－9919

小児科

休　　日
急病診療

急　　病
診療紹介

救急医療
相談窓口

大 阪 府
小児救急
電話相談

内科・歯科

種類 診療場所 診療日 受付時間
休日診療所 ☎28－1333
富田林市向陽台1－3－38 日 曜 日

祝　　日
年末年始

午前9時～11時30分
午後1時～ 3 時30分
※ 歯科については午前
のみ。

富田林病院 ☎29－1121
富田林市向陽台1－3－36

55
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介護予防講座
　「足の裏は第２の心臓」と言われる様に、たくさんのツボがあります。
毎日の介護でお疲れの人、元気を維持したい人、ぜひご参加ください。
　ＤＶＤ上映では、介護が必要になってもまだまだ元気あふれる高齢者
のご様子をご覧頂きます。

［と　き］11月18日（金）午後１時30分～３時
［ところ］きらきらデイサロン（山田2649-１「グリーンハイツ田中」１階）
［内　容］
①自分でできる足うら健康マッサージ
※ アロマトリートメントを取り入れた実習を行いますので、膝まで上が

るズボンと着脱しやすい靴下を着用ください。タオルを１枚ご持参く
ださい。

②デイサービスＧＯＹＡ　人形劇
　『くろねこ赤ちゃんのぼうけん』～第２話　桃太郎と友だちになる～
　 （ＤＶＤ上映で、デイサービスＧＯＹＡの音楽療法・作業療法をご覧頂

きます）
［参加費］無料
［申　込］ 準備の都合上、11月16日（水）までに「デイサービスＧＯＹＡ」

までお申し込みください。
※車での送迎をご希望の人は、お申し出ください。
◆問合せ　地域包括支援センター（高齢介護課）　☎98-5538　
　　　　　デイサービスＧＯＹＡ　　　　　　　☎69-6667

ご長寿をお祝いして
　町内最高齢の人、及び今年度100歳
を迎えられる人に対して、賞状と記念
品が贈られました。
　皆さん、これからもお元気でお過ご
しください。

　　
　

２月15日に102歳の誕生日を迎えられた、
岸本　キクヱさんです。

　　
５月22日に100歳の誕生日を迎えられた、

大坪　朝子さんです。

 はじまっています！

地域づくりからの支え合い勉強会
　住民主体の地域づくりからの支え合いを広げるため、町会・自治会を
中心に勉強会を順次行っています。
　今まで紹介させて頂いた11町会に続き、９月は３日（土）に分田町会、
４日（日）に新屋敷町会、伽山町会、10日（土）に北町会、15日（木）に畑
町会、17日（土）に永田町会で勉強会を行いました。
　この勉強会では、町会・自治会のみなさまと、行政や社会福祉協議会
がカードゲームなどをつうじて楽しみながら、10年後の太子町の人口の
変化や地域の支え合いについて真剣に考えています。これまでの勉強会
でも、様々な立場や年齢の人が参加され、地域づくりや支え合いについ
て共に考える良い機会になったという声が上がっています。
　勉強会は今後も希望される町会・自治会で順次開催を予定しています。
　また、２回目以降の勉強会を行われる町会・自治体についても応援し
ています。
　これからの超高齢社会の中で、地域で支え合いながら楽しく過ごせる
太子町をめざし、力を合わせてがんばっていきましょう。
◆問合せ　高齢介護課　☎98-5538

お達者健康講座
　お口の健康と全身の健康は深くかか
わりがあります。年を重ねても若々し
く元気な人は、お口の健康状態も良好
です。
　介護予防になぜお口の健康を保つこ
とが大切か、また、お口の健康を保つ
にはどうすればよいか、歯科衛生士が
お話します。

［と　き］
11月28日（月）午前11時～正午
午前10時～個別相談があります

［ところ］町立総合福祉センター
２階ホール（広間）

［内　容］
お口の健康について（むせない飲み込
み方とブラッシングの方法）

［参加費］無料
※ 町立総合福祉センター送迎バスをご

利用ください。
◆問合せ　
　地域包括支援センター（高齢介護課）
　☎98-5538
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　太子町高齢者情報局は、「高齢者の暮らしに必要な情報
や太子町からのお知らせ」を提供します。
　皆さん、いかがお過ごしですか。
　今回は、『介護予防講座』『お達者健康講座』『はじまってい
ます！地域づくりからの支え合い勉強会』『ご長寿をお祝い
して』をお届けします。
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